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1 1ま  し 力` き

この研究の目的は,こ れまでの個 の々農家の館営諸条件

の変化と農家の専兼業別移動との動態的な関係から,農家

をその経営諸条件に従つて専業,第 1種兼業,第 2種兼業,

離業の4つのグループに分類する判別関数モデルを作成し,

そのモデルを用いた専兼業別農家数の動態予測の妥当性と

その問題点及びシミュレーション分析による年来の兼業化

のパ′―ンを定量的に明らかにすることにある。

2 分析方法及び分析モデル

判層1分析とは,目 的変数が分類尺度,説明変数が間隔尺

度で与えられる場合に用いられ, 2つ 以上の群から取 り出

した多変量のデータに基づいて線形判別関数を推定し,所

属不明の新しいサンプルをそのいずれかの群に判,1し よう

とする方法1)である。群の数が 2つ ,説明変数がP個の判

別関数は次のように推定される。すなわち(1)式 で示された

判別関数Zの係数ベクトルαの値は,(21式 を最大にすると

いう規準によつて定められ具体的には(31式 により推定され

る。
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ご●;果樹作付面積,″11:乳牛銅養頭数, ご′:一般経済の

動向 (東京都の卸売物価指数で代表 ),こ膊;村経済の動向

(当該村における農林業関係実質財政支出,デ フレータは

青森県の農村物価指数・生産資材総合を用いた ),α
“
:前

期の分類結果 (専業=0,第 1種兼業‐ 1,第 2種兼業=
2),″鰤:前 llJの 安定兼業の有無 (無=1,有 =2).α 0

:定数項,α :～ α
":推

定すべきパラメータである。

分析対象地 として選定 したのは青森県三戸郡新郷村であ

る。本村は人口4,400人,林野率80φ,第 1次産業就業人

口比率70多 という典型的な農山村であり,近年過疎化,兼

業化の進行,野菜,肉牛等の新規商品作目の導入,稲作の

生産調整の実施により水稲,普涌畑作物,酪農を中心とし

た従来の農業生産方式,生産基盤の再編整備が急務となつ

ている。このした情勢の中で限られた予算で効率的な農業

振興政策を実施するためには農家の変動パターンの正確な

は握が必要であろう。

分析データとしては,昭和35年 ,40年,45年 , 50年 の

農林業セツサス個票 (本村における全農家に関する)を用

い,そ の自然,社会立地条件.営農パターンの相違より全

村を次に示すようなA,B, C, D,■ の 5つの農業地域

に区分 し,そ れぞれの農業地域ごとに農家の専兼業を区分

する判,1関数を求め分析を行つた。

A=酪農+水稲,B=リ ンゴ+水稲, C=タ バコ+水稲

D=水稲+野菜十酪農, 3‐水稲+酪農+若千の野菜

3 判別関数計測結果及びシミiレーション

分析結果

表 1は A地域における6つ の判別関数 (専業と第1種兼

業,専業と第 2種兼業,専業と離お 第 1種兼業と第 2種

兼業,第 1種兼業と離農,第 2種兼業と離農グループのそ

れぞれを判ワ1する)の 推定結果を示したものである。なお,

紙数の制約よりその他の農業地域については,判ワ1関数の

誤判別のlul待確率のみを示 した。

その判別関数の適合性の良否を判定するのは誤判別のllJ

待確率であり, この数値の読み方は例えばA地域の専業農

家と第 1種兼業農象との判別において,事業農家を誤つて

第 1種兼業農家と判定 したり,第 1種兼業農家を誤つて専

業農家と判定する可能性が約22%存在すると郷釈できる。

これをみると一般的に本村におけるいずれの農業地域に

ついても専業農家と第 1種兼業農家との判別が最も難しく

その判別力はほぼ70～80¢ である。この数値は自営林業従

事も兼業とみなすセンサス分類基準から考えても,又,民

有林の比率が比較的高いという本村の特徴から考えてもう

Z=α (α ―a).… …(1)

α=υ
~12 u:#)'*!.?.:.,,,‐12     ̈ (31

α=観測データベただし,α =観測データベタトル

う‐。1群 と。2群の各変量の平均値の和の単純

平均ベクトル

α‐判別関数Zの 係数ベクトル

ι=。1群 と02群の各変量の平均値の差のベタ

トル

υ=01群 と。2群の偏差平方和行列の和より求

めた分散・共分散行列

″=こ の転置ベクトル

υ~1=υ の逆行列を示す

本稿で用いた判″1関数モデルは,農家をその経営条件に

従つて専業,第 1種兼業,第 2種兼業,離農の4つ のグル

ープに分類するものであり(4)式 に示した通 りである。

Zl,2~%+α l■ +α2■+…… +α 16■5 … (4)

採用した変数,記号の意味については以下に示 した通り

である。
Zl,2:専業(0と 第 1種兼業 2)と の間の判

"1関

数を示す,

ご1,世帯主の年齢.Ⅲ :世帯主の男女の区別 (男 =1,女
=2),Ⅲ :16才以上の世帯員数,Ⅲ ;後継者の有無 (無

=1,有‐2).■
'経

営耕地面積,ごo;水田面積,多 :

保有山林面積,″8:工芸作物作付面積,09:野菜作付面積



-206- 東 北 農 業 研 究 第 23号 (1978)

1,2 1,3 1,4 2,4

Ａ
　
地
　
域

　
（
水
稲
＋
酪
農

）

2

0022

0 173

0093

1303

0001

0004

0080

0012

0023

0064

0125

0026

0053

1481

0159

8

0 064

0435

0279

1 662

0002

0022

0123

0067

0029

0050

0287

0044

o007

3370

0075

0 125

0066

o953

0323

0121

0001

0014

0 049

0 023

0010

0078

0 2'1

0086
0031

2491

0216

1

0042

0261

0186
0359

0003

0018

0203

0056

0052

0014

0 162

0070

0046

1889

0 234

2 146

0088

0780

0416

1424

0001

0010

0001

0011

o012

0014

0146

o061

0028

1010

0058

3943

0130

o519

0602

1 783

0003

0008

o 172

0045
0040

o028

0016

0131

0 074

0879

0291

P 0233 0093 0057 0 169 0 166 0154

D P 0009 0039 0007 0047 0006 0063

C P 0 227 o059 0062 0152 0097 0082

D P 0209 0051 0035 0 140 0072 0142

] P 0 189 0055 0036 0 145 0063 0134

表 1 判

"1関

数推定結果

注. 1 CO=定数項, Ct～ α5=推定されたパラメータ,

P=判別関数の誤判71の期待確率を示す。

A,B,C,D,Eは それぞれ農業地域を示す。

1=専業農家群 2=第 1種兼業農家群

3=第 2種兼業農家群 4=離 農 群

なずける数値であろう。その他のグループ間の判別力はい

ずれも,0¢前後の高い値を示しており経営諸条件の変化か

ら農家の専兼業の分類を行う手法として判別分析は有効で

あるといえよう。
次に判,1関数による専兼業別農家数の予測の有効性につ

いてみてみよう。表 2は推定に用いたデータを判別関数に

入力し,いずれの農家群に分類されるかをテストした結果

である。これをみると後述するように若千の問題点はある

が,ほぼうなずける数値を示 しており予測モデルとしての

適用可能性も大いにあると思われる。次に問題点であるが,

表 2をみると事業農家については明らかに過大推定,第 1

種兼業農察については過少推定になつていることがわかる。

こうした結果が生 した原因としては,①両グループを判
'1する判別関数の半!″1カが他に比較 して低いこと,②両群の

サンプル数の違いが大きいことの2点があげられる。判別

表2 判
'1関

数による予測テスト結果

関数による予測を実施する場合,上記の 2点については特

に留意することが大切である。

次にシミュレーションにより経営諸条件の変化と兼業化

のパターンを分析 した結果について述べよう。表 3は C地

域における標準的農家すなわち世帯主年齢50才 ,16オ以上

世帯員数 3人,後継者有,経営耕地面積2 ha,主 要作物で

ある水稲, タバコ以外の作付けは 0である農家を初llJ値 と

して設定し,水田面積,タ バコ作付面積,前期の分類結果,

一般経済及び村経済の動向を′ヽラメトリックに動かし,

経営諸条件の変化につれてどのような農家群に分類される

かを示 したものである。タバコ作付面積の変化についてみ

ると,35年に専業であつた農家は,40年 にも専業であるた

めには25a以 上のタバつの作付けを必要とし,そ れ以下では

第 1種兼業農家と分類される。同様に45年については30a,

50年 については40aが専業か第1種兼業かの分類の境界と

なつており,そ の値が年次とともに上昇していくのがわか

る。こうしたシミュレーション分析結果から得られた本村

における兼業化のパターンの特徴は以下の通 りである。

① 40年前後においては,経営条件の悪い農宗については

離農するケースが多かつたが,45年 ,50年には離農は少な

くなり兼業化が進展し,年 経々営規模の大きな農家にも進

展した。②第 1種兼業から専業,第 2種兼業から第 1緬兼

業 というように,従来より農業を強化するように農家が動

くためにはかなり大幅な経営規模の拡大がなされなければ

ならない。③安定兼業を有する農家はそうでない農家に比

べて現状維持指向が強い。④ 40年前後における劣悪な立地

条件を有する農家にとって水口を保有することはその後の

経営の安定的発展にとつて極めて重要であった。

4む  す  び

我々の取 り扱う分野において営農区分,農家の分類等分

類を必要とする問題は数多くあり,そ うした問題の解決手

法として判別関数のもつ意義は大きい。又,注意深い適切

な応用を行 うならば,回 帰分析, マルコフ連鎖モデルの

適用が不可能な予測F・l題 についても適用可能であろう。
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表 6 シミュレーション分析結果 (。 地域 )

,Oa以 上く専 〉

30,以 上(■ )

40a以 上(`〉

0～ 40a(2兼 )

0～

“

。(2兼 )

0～ 110a(

鰈 機 A地域 B地域 C地域 D地域 n

綽 実 推 実 推 実 推 実 推 実 推

第 1種兼業

第 2種兼業

離 農

11

4 5

150

238

148

50 17

注 実=実際数  推=推定数


